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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の映像受信装置が所定の通信インターフェースを介して接続される映像送信装置で
あって、
　前記所定の通信インターフェースを介して前記映像受信装置と通信する通信手段と、
　前記通信手段を介して接続されている複数の映像受信装置から画像表示能力を含む認証
情報を取得し、取得した認証情報に基づいて、前記複数の映像受信装置の中に映像を記録
する機能を有する装置が存在するか判定する判定手段と、
　前記判定手段による判定の結果、前記映像を記録する機能を有する装置が存在する場合
、当該映像を記録する機能を有する装置の画像表示能力に適した映像データを、前記通信
手段を介して接続された映像受信装置へ送信する送信手段と
を有することを特徴とする映像送信装置。
【請求項２】
　前記送信手段は、前記判定手段による判定の結果、映像を記録する機能を有する装置が
１つ存在する場合、当該映像を記録する機能を有する装置の画像表示能力に適した映像デ
ータを、前記通信手段を介して接続された映像受信装置へ送信することを特徴とする請求
項１に記載の映像送信装置。
【請求項３】
　前記送信手段は、前記判定手段による判定の結果、映像を記録する機能を有する装置が
複数存在する場合、当該映像を記録する機能を有する装置から取得した認証情報を用いて
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、映像を記録する機能を有する装置の全ての画像表示能力に適した映像データを、前記通
信手段を介して接続された映像受信装置へ送信し、
　前記映像を記録する機能を有する装置を除く前記通信手段を介して接続された映像受信
装置の中に、画像表示能力が適していない装置が存在する場合、当該適していない映像受
信装置への映像データの送信を行わないことを特徴とする請求項１または２に記載の映像
送信装置。
【請求項４】
　前記送信手段は、複数の映像受信装置が接続されている場合、当該複数の映像受信装置
の中で優先度の高い装置の画像表示能力に適した映像データを、前記通信手段を介して接
続された映像受信装置へ送信し、
　前記優先度の高い装置を除く前記通信手段を介して接続された映像受信装置の中に、画
像表示能力が適していない装置が存在する場合、当該適していない映像受信装置への映像
データの送信を行わないことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の映像送
信装置。
【請求項５】
　前記所定の通信インターフェースは、ＨＤＭＩであり、
　前記認証情報は、ＥＤＩＤまたはＥ－ＥＤＩＤを含み、
　前記判定手段は、ＣＥＣコマンドにより、前記通信手段を介して接続されている映像受
信装置の中に映像を記録する機能を有する装置が存在するか判定することを特徴とする請
求項１から４のいずれか１項に記載の映像送信装置。
【請求項６】
　複数の映像受信装置が所定の通信インターフェースを介して接続される映像送信装置の
制御方法であって、
　前記所定の通信インターフェースを介して接続されている複数の映像受信装置から画像
表示能力を含む認証情報を取得し、取得した認証情報に基づいて、前記複数の映像受信装
置の中に映像を記録する機能を有する装置が存在するか判定する判定工程と、
　前記判定の結果、前記映像を記録する機能を有する装置が存在する場合、当該映像を記
録する機能を有する装置の画像表示能力に適した映像データを、前記所定の通信インター
フェースを介して接続された映像受信装置へ送信する送信工程と
を有することを特徴とする映像送信装置の制御方法。
【請求項７】
　コンピュータを、請求項１から５のいずれか１項に記載の映像送信装置の各手段として
機能させるプログラム。
【請求項８】
　コンピュータを、請求項１から５のいずれか１項に記載の映像送信装置の各手段として
機能させるプログラムを格納した記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像受信装置に映像データを送信する映像送信装置等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＨＤＭＩ（登録商標）（Ｈｉｇｈ－ＤｅｆｉｎｉｔｉｏｎＭｕｌｔｉｍｅｄｉａ Ｉｎ
ｔｅｒｆａｃｅ）規格は、映像データや音声データをデジタル信号で伝送する通信インタ
ーフェースである。ＨＤＭＩシステムは、映像データや音声データを送信するソース（Ｓ
ｏｕｒｃｅ）機器と、ソースから受信した映像データを表示する表示装置を備えたシンク
（Ｓｉｎｋ）機器とがＨＤＭＩケーブルにより接続されている。ユーザは、デジタルビデ
オカメラ等のソース機器から送信された映像データを、デジタルテレビ等のシンク機器に
表示させて、高品位の映像を視聴することができる。
【０００３】
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　また、ＨＤＭＩ規格ではＥＤＩＤ（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ ｄｉｓｐｌａｙ ｉｄｅｎｔｉｆ
ｉｃａｔｉｏｎ ｄａｔａ）やＥ－ＥＤＩＤ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　ＥＤＩＤ）と呼ばれる
情報が規定されている。ＥＤＩＤやＥ－ＥＤＩＤには、例えば、デジタルテレビの場合、
デジタルテレビがサポートしている画像表示能力（例えば、解像度、走査周波数、アスペ
クト比、色空間等）に関する情報が含まれている。ソース機器は、シンク機器から取得し
たＥＤＩＤやＥ－ＥＤＩＤに基づいて、シンク機器がサポートしている画像表示能力に応
じた映像データを生成し、シンク機器に送信する（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－００４４６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ソース機器にシンク機器１，２が接続され、各シンク機器に同時に映像データを送信す
る場合、ソース機器は、シンク機器１，２のＥＤＩＤやＥ－ＥＤＩＤにより、シンク機器
１，２がサポートしている共通のフォーマットの映像をシンク機器１，２に送信する。例
えば、シンク機器１の方がシンク機器２よりも優れた画像表示能力を持っている場合であ
っても、ソース機器は、シンク機器１，２がサポートしている画像表示能力に応じた映像
データを、シンク機器１，２に送信する。ところが、シンク機器１がレコーダであった場
合、シンク機器１がサポートしている最も優れた画像表示能力に適した映像データがソー
ス機器からシンク機器１に送信されない。このため、シンク機器１は、ソース機器から送
信される映像データを、シンク機器１が持つ画像表示能力に適した高品質な状態で記録す
ることができない。
【０００６】
　本発明は、映像送信装置から送信される映像データを映像受信装置が持つ画像表示能力
に適した高品質な状態で記録することができるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る映像送信装置は、複数の映像受信装置が所定の通信インターフェースを介
して接続される映像送信装置であって、前記所定の通信インターフェースを介して前記映
像受信装置と通信する通信手段と、前記通信手段を介して接続されている複数の映像受信
装置から画像表示能力を含む認証情報を取得し、取得した認証情報に基づいて、前記複数
の映像受信装置の中に映像を記録する機能を有する装置が存在するか判定する判定手段と
、前記判定手段による判定の結果、前記映像を記録する機能を有する装置が存在する場合
、当該映像を記録する機能を有する装置の画像表示能力に適した映像データを、前記通信
手段を介して接続された映像受信装置へ送信する送信手段とを有する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、映像送信装置から送信される映像データを映像受信装置が持つ画像表
示能力に適した高品質な状態で記録することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施形態の映像送信装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図２】本実施形態の第１の映像受信装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図３】本実施形態の第２の映像受信装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図４】本実施形態のシステムの構成例を示すブロック図である。
【図５】実施形態２のデジタルビデオカメラの設定表示例を示す図である。
【図６】本実施形態のＥＤＩＤ取得動作フローチャートである。
【図７】実施形態１の映像送信装置の動作フローチャートである。
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【図８】実施形態２の映像送信装置の動作フローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
【００１１】
　図１は、本発明の映像送信装置が実施されるソース機器の一例として、デジタルビデオ
カメラ（以下、ビデオカメラ）を示している。図１のように、ビデオカメラ１００は、シ
ステム制御部１０１、撮像処理部１０４、映像音声信号処理部１０５、ディスプレイ制御
部１０６、操作部１０７、メモリ１０８、記憶媒体１０９、ＨＤＭＩ制御部１２８が内部
バス１１１を介して接続された構成を有する。システム制御部１０１はＣＰＵ、記憶媒体
であるＲＯＭやＲＡＭ等を有し、記憶媒体に格納された制御プログラムに従って、ビデオ
カメラ１００の各部の動作を制御する。
【００１２】
　撮像処理部１０４は、レンズ１２０を制御して合焦動作を行うとともに、ＣＣＤ１２１
等を制御して撮像動作を行う。映像音声信号処理部１０５はＣＣＤ１２１から出力される
信号を処理するとともにマイク１２７からの信号も処理する。ディスプレイ制御部１０６
には液晶ディスプレイ１２２が接続されており、ディスプレイ制御部１０６は液晶ディス
プレイ１２２の表示を制御する。
【００１３】
　操作部１０７は、タッチパネル１２５、本体スイッチ１２６を有し、これらの操作をシ
ステム制御部１０１に出力する。タッチパネル１２５は、液晶ディスプレイ１２２上部に
設定される。メモリ１０８には、映像音声信号処理部１０５で映像及び音声の信号処理が
施された被写体のデータが一時的に記憶される。記憶媒体１０９には、メモリ１０８に記
憶されたデータの記録を行う。ＨＤＭＩ制御部１２８は、コネクタ１２９、コネクタ１３
０を通して外部機器に映像音声信号処理部１０５で映像及び音声の信号処理が施された被
写体の映像データ及び音声データを外部機器の画像表示能力に対応した最適な形式で出力
するよう処理を実行する。また、ＨＤＭＩ制御部１２８は、機器間認証情報となるＥＤＩ
Ｄデータ及び双方向制御のためのＣＥＣ（Ｃｏｎｓｕｍｅｒ Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）コマンドを解析する。
【００１４】
　図４は、ＨＤＭＩ接続されたビデオカメラ１００とデジタルテレビ１５０、レコーダ１
５１からなるシステムの構成例を示している。
【００１５】
　ビデオカメラ１００はＨＤＭＩケーブル１６０を介して映像データと音声データをデジ
タルテレビ１５０へ出力するソース機器であり、デジタルテレビ１５０は、ビデオカメラ
１００から受信した映像データと音声データを表示するシンク機器である。
【００１６】
　ＨＤＭＩケーブル１６０は、＋５Ｖパワーライン、ＨＰＤ（Ｈｏｔ Ｐｌｕｇ Ｄｅｔｅ
ｃｔ）ライン１６１、ＤＤＣ（Ｄｉｓｐｌａｙ Ｄａｔａ Ｃｈａｎｎｅｌ）ライン１６２
を有する。ＨＤＭＩケーブル１６０はさらに、ＴＭＤＳ（Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ Ｍｉｎ
ｉｍｉｚｅｄ Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ Ｓｉｎｇｎａｌｉｎｇ）ライン１６３及びＣＥ
Ｃライン１６４を有する。＋５Ｖパワーラインは、ビデオカメラ１００からデジタルテレ
ビ１５０に＋５Ｖを供給するための電力供給ラインである。
【００１７】
　ＨＰＤライン１６１は、ＨＩＧＨ（Ｈ）レベル（高電圧レベル）またはＬＯＷ（Ｌ）レ
ベル（低電圧レベル）のＨＰＤ信号をデジタルテレビ１５０からビデオカメラ１００に伝
送するための伝送ラインである。ＤＤＣライン１６２は、デジタルテレビ１５０のデバイ
ス情報をデジタルテレビ１５０からビデオカメラ１００に伝送するための伝送ラインであ
る。
【００１８】
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　デジタルテレビ１５０のデバイス情報とは、デジタルテレビ１５０のＥＤＩＤ（Ｅｘｔ
ｅｎｄｅｄ ｄｉｓｐｌａｙ ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ ｄａｔａ）またはＥ－ＥＤ
ＩＤ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ ＥＤＩＤ）である。ＥＤＩＤ及びＥ－ＥＤＩＤはいずれも、デ
ジタルテレビ１５０のデバイス情報である。ＥＤＩＤ及びＥ－ＥＤＩＤはいずれも、デジ
タルテレビ１５０の識別情報、デジタルテレビ１５０の画像表示能力、物理アドレス（Ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ Ａｄｄｒｅｓｓ）等を含む。例えば、ＥＤＩＤ及びＥ－ＥＤＩＤには、
デジタルテレビ１５０がサポートしている解像度、走査周波数、アスペクト比、色空間等
に関する情報が含まれている。Ｅ－ＥＤＩＤは、ＥＤＩＤを拡張したものであり、ＥＤＩ
Ｄよりも多くの能力情報を含む。例えば、Ｅ－ＥＤＩＤには、デジタルテレビ１５０がサ
ポートしている映像データ及び音声データのフォーマット等に関する情報が含まれている
。以下、ＥＤＩＤ及びＥ－ＥＤＩＤをいずれも「ＥＤＩＤ」と呼ぶ。
【００１９】
　デジタルテレビ１５０のＥＤＩＤを受信したビデオカメラ１００は、デジタルテレビ１
５０のＥＤＩＤを解析することにより、デジタルテレビ１５０の画像表示能力、音声処理
能力等を自動的に知ることができる。さらに、ビデオカメラ１００は、デジタルテレビ１
５０の画像表示能力及び音声処理能力に適した映像フォーマット及び音声フォーマットを
自動的に知ることができる。またＥＤＩＤには任意の独自領域があり、各機器で任意に設
定が可能である。ビデオカメラ１００の設定をデジタルテレビ１５０に適した設定にする
ことにより、ビデオカメラ１００は、デジタルテレビ１５０に送信する映像データ及び音
声データをデジタルテレビ１５０の能力に適した映像データ及び音声データにすることが
できる。
【００２０】
　ＴＭＤＳライン３０３は、ビデオカメラ１００からデジタルテレビ１５０に映像データ
、音声データ及び補助データの少なくとも１つを伝送するための伝送ラインである。ＴＭ
ＤＳライン３０３は、ＴＭＤＳチャンネル０、ＴＭＤＳチャンネル１、ＴＭＤＳチャンネ
ル２及びＴＭＤＳクロックチャンネルを含む。ＣＥＣライン３０４は、ビデオカメラ１０
０とデジタルテレビ１５０との間で様々なＣＥＣコマンドを双方向に伝送するための伝送
ラインである。
【００２１】
　デジタルテレビ１５０は、ＣＥＣライン３０４を介して、ビデオカメラ１００を制御す
るためのＣＥＣコマンドをビデオカメラ１００に送信することができる。ビデオカメラ１
００は、ＣＥＣライン３０４を介して、デジタルテレビ１５０を制御するためのＣＥＣコ
マンドをデジタルテレビ１５０に送信することができる。
【００２２】
　ＨＤＭＩ制御部１２８は、デジタルテレビ１５０から送信されるＨＰＤ信号を、ＨＰＤ
ライン１６１を介して受信することができる。ＨＤＭＩ制御部１２８は、ＨＰＤライン１
６１を介してＨレベルのＨＰＤ信号を受信した場合、ＨレベルのＨＰＤ信号を受信した旨
をシステム制御部１０１に通知する。また、同様に、ＨＤＭＩ制御部１２８は、ＨＰＤラ
イン１６１を介してＬレベルのＨＰＤ信号を受信した場合、ＬレベルのＨＰＤ信号を受信
した旨をシステム制御部１０１に通知する。
【００２３】
　ＨＤＭＩ制御部１２８は、ＨＰＤ信号がＨレベルである場合、ＤＤＣライン１６２を介
してデジタルテレビ１５０のＥＤＩＤをデジタルテレビ１５０から取得する。ただし、Ｈ
ＤＭＩ制御部１２８で検出されたＨＰＤ信号がＬレベルである場合、ＤＤＣライン１６２
を介してデジタルテレビ１５０のＥＤＩＤをデジタルテレビ１５０から取得することはで
きない。デジタルテレビ１５０からＥＤＩＤを取得した場合、ＨＤＭＩ制御部１２８は、
デジタルテレビ１５０のＥＤＩＤをシステム制御部１０１に供給する。これにより、ＨＤ
ＭＩ制御部１２８は、映像データ、音声データ及び補助データの少なくとも１つをＴＭＤ
Ｓライン３０３を介してデジタルテレビ１５０に送信できる。ＴＭＤＳライン３０３を介
してデジタルテレビ１５０に送信される映像データ及び音声データは、デジタルテレビ１
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５０の画像表示能力及び音声処理能力に適したものである。
【００２４】
　撮影モード時のビデオカメラ１００は、レンズ１２０及びＣＣＤ１２１により撮像され
た映像データを撮像処理部１０４から、マイク１２７からの音声データを映像音声信号処
理部１０５から、ＨＤＭＩ制御部１２８にそれぞれ出力する。ＨＤＭＩ制御部１２８は、
映像データと音声データをコネクタ１２９へ出力し、ＨＤＭＩケーブル１６０を介してデ
ジタルテレビ１５０に出力する。
【００２５】
　レコーダ１５１は、ＨＤＭＩケーブル１７０でビデオカメラ１００のコネクタ１３０よ
り接続している。ビデオカメラ１００はＨＤＭＩケーブル１７０を介して映像データと音
声データをレコーダ１５１へ出力するソース機器であり、レコーダ１５１は、ビデオカメ
ラ１００から受信した映像データと音声データを表示するシンク機器となる。
【００２６】
　ＨＤＭＩケーブル１７０は、＋５Ｖパワーライン、ＨＰＤライン１７１、ＤＤＣライン
１７２を有する。ＨＤＭＩケーブル１７０はさらに、ＴＭＤＳライン１７３及びＣＥＣラ
イン１７４を有する。＋５Ｖパワーラインは、ビデオカメラ１００からレコーダ１５１に
＋５Ｖを供給するための電力供給ラインである。
【００２７】
　ＨＰＤライン１７１は、ＨレベルまたはＬレベルのＨＰＤ信号をレコーダ１５１からビ
デオカメラ１００に伝送するための伝送ラインである。ＤＤＣライン１７２は、レコーダ
１５１のデバイス情報をレコーダ１５１からビデオカメラ１００に伝送するための伝送ラ
インである。
【００２８】
　レコーダ１５１のデバイス情報とは、レコーダ１５１のＥＤＩＤである。ＥＤＩＤは、
レコーダ１５１の識別情報、レコーダ１５１の画像表示能力、物理アドレス等を含む。例
えば、ＥＤＩＤには、レコーダ１５１がサポートしている解像度、走査周波数、アスペク
ト比、色空間、映像データ及び音声データのフォーマット等に関する情報が含まれている
。
【００２９】
　レコーダ１５１のＥＤＩＤを受信したビデオカメラ１００は、レコーダ１５１のＥＤＩ
Ｄを解析することにより、レコーダ１５１の画像表示能力、音声処理能力等を自動的に知
ることができる。さらに、ビデオカメラ１００は、レコーダ１５１の画像表示能力及び音
声処理能力に適した映像フォーマット及び音声フォーマットを自動的に知ることができる
。またＥＤＩＤには任意の独自領域があり、各機器で任意に設定が可能である。ビデオカ
メラ１００の設定をレコーダ１５１に適した設定にすることにより、ビデオカメラ１００
は、ビデオカメラ１００からレコーダ１５１に送信される映像データ及び音声データをレ
コーダ１５１の能力に適した映像データ及び音声データにすることができる。
【００３０】
　ＴＭＤＳライン１７３は、ビデオカメラ１００からレコーダ１５１に映像データ、音声
データ及び補助データを伝送するための伝送ラインである。ＴＭＤＳライン１７３は、Ｔ
ＭＤＳチャンネル０、ＴＭＤＳチャンネル１、ＴＭＤＳチャンネル２及びＴＭＤＳクロッ
クチャンネルを含む。
【００３１】
　ＣＥＣライン１７４は、ビデオカメラ１００とレコーダ１５１との間で様々なＣＥＣコ
マンドを双方向に伝送するための伝送ラインである。レコーダ１５１は、ＣＥＣライン１
７４を介して、ビデオカメラ１００を制御するためのＣＥＣコマンドをビデオカメラ１０
０に送信することができる。ビデオカメラ１００は、ＣＥＣライン１７４を介して、レコ
ーダ１５１を制御するためのＣＥＣコマンドをレコーダ１５１に送信することができる。
【００３２】
　ＨＤＭＩ制御部１２８は、レコーダ１５１から送信されるＨＰＤ信号を、ＨＰＤライン
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１６１を介して受信することができる。ＨＤＭＩ制御部１２８は、ＨＰＤライン１６１を
介してＨレベルのＨＰＤ信号を受信した場合、ＨレベルのＨＰＤ信号を受信した旨をシス
テム制御部１０１に通知する。また、同様に、ＨＤＭＩ制御部１２８は、ＨＰＤライン１
６１を介してＬレベルのＨＰＤ信号を受信した場合、ＬレベルのＨＰＤ信号を受信した旨
をシステム制御部１０１に通知する。
【００３３】
　ＨＤＭＩ制御部１２８は、ＨＰＤ信号がＨレベルである場合、ＤＤＣライン１７２を介
してレコーダ１５１のＥＤＩＤをレコーダ１５１から取得する。ただし、ＨＤＭＩ制御部
１２８で検出されたＨＰＤ信号がＬレベルである場合、ＤＤＣライン１７２を介してレコ
ーダ１５１のＥＤＩＤをレコーダ１５１から取得することはできない。レコーダ１５１の
ＥＤＩＤをレコーダ１５１から取得した場合、ＨＤＭＩ制御部１２８は、レコーダ１５１
のＥＤＩＤをシステム制御部１０１に供給する。これにより、ＨＤＭＩ制御部１２８は、
映像データ、音声データ及び補助データの少なくとも１つをＴＭＤＳライン１７３を介し
てレコーダ１５１に送信できる。ＴＭＤＳライン１７３を介してレコーダ１５１に送信さ
れる映像データ及び音声データは、レコーダ１５１の画像表示能力及び音声処理能力に適
したものである。
【００３４】
　撮影モード時のビデオカメラ１００は、レンズ１２０、ＣＣＤ１２１からの映像データ
と、マイク１２７からの音声データを映像音声信号処理部１０５とＨＤＭＩ制御部１２８
にて、ＨＤＭＩケーブル１７０にてレコーダ１５１に出力する。ＨＤＭＩ制御部１２８は
、信号処理部１３２により、映像データと音声データをコネクタ１３０へ出力する。
【００３５】
　図２は、本発明における複数の映像受信装置のうちの第１の映像受信装置であるシンク
機器の一例として、デジタルテレビ１５０を示している。図２のように、デジタルテレビ
１５０は、デジタル放送信号を受信して映像や音声を再生する機能と、コネクタ２３０で
接続されたＨＤＭＩ信号を利用して外部から入力された映像や音声を再生する機能を有す
る。
【００３６】
　デジタルテレビ１５０は、システム制御部２０１、映像音声信号処理部２０５、操作部
２０７、チューナー制御部２０２、ディスプレイ制御部２０６、音声処理部２０４、ＨＤ
ＭＩ制御部２２８が内部バス２１１を介して接続された構成を有する。
【００３７】
　システム制御部２０１はＣＰＵ、記憶媒体であるＲＯＭやＲＡＭ等を有し、記憶媒体に
格納された制御プログラムに従って、デジタルテレビ１５０の各部の動作を制御する。
【００３８】
　デジタルテレビ１５０は、ＨＤＭＩ信号を以下のように処理する。すなわち、ＨＤＭＩ
制御部２２８は、コネクタ２３０を通して外部ＨＤＭＩ機器から送信されたＨＤＭＩ信号
を解析する。ＨＤＭＩ制御部２２８は、解析結果に従い、ＨＤＭＩ信号の映像信号と音声
信号を映像音声信号処理部２０５にそれぞれ供給する。映像音声信号処理部２０５は映像
信号及び音声信号の信号処理並びに増幅等の処理を実行する。
【００３９】
　また、ＨＤＭＩ制御部２２８は、機器間認証情報となるＥＤＩＤデータ及び双方向制御
のためのＣＥＣコマンドを解析する。システム制御部２０１は、チューナー制御部２０２
、またはＨＤＭＩ制御部２２８から供給される信号を選択し、ディスプレイ制御部２０６
、音声処理部２０４を制御して、ディスプレイ２２２及びスピーカー２２０へ出力する。
【００４０】
　操作部２０７は、本体スイッチ２２６を有し、これらの操作をシステム制御部２０１に
出力する。システム制御部２０１は、操作部２０７からの操作命令やシステム設定命令に
従い、デジタルテレビ１５０における全動作を統括的に制御する。
【００４１】
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　図３は、本発明における複数の映像受信装置のうちの第２の映像受信装置であるシンク
機器の一例として、レコーダ１５１を示している。図３のように、レコーダ１５１は、コ
ネクタ３３０で接続されたＨＤＭＩ信号を利用して外部から入力された映像や音声を記録
する機能を有する。
【００４２】
　レコーダ１５１は、システム制御部３０１、映像音声信号処理部３０５、操作部３０７
、記憶媒体３０９、ＨＤＭＩ制御部３２８が内部バス３１１を介して接続された構成を有
する。システム制御部３０１はＣＰＵ、記憶媒体であるＲＯＭやＲＡＭ等を有し、記憶媒
体に格納された制御プログラムに従って、レコーダ１５１の各部の動作を制御する。
【００４３】
　レコーダ１５１は、ＨＤＭＩ信号を次のように処理する。すなわち、ＨＤＭＩ制御部３
２８は、コネクタ３３０を通して外部ＨＤＭＩ機器から送信されたＨＤＭＩ信号を解析す
る。ＨＤＭＩ制御部３２８は、解析結果に従い、ＨＤＭＩ信号の映像信号と音声信号を映
像音声信号処理部３０５にそれぞれ供給する。映像音声信号処理部３０５は映像信号及び
音声信号の信号処理並びに増幅等の処理を実行する。また、ＨＤＭＩ制御部３２８は、機
器間認証情報となるＥＤＩＤデータ及び双方向制御のためのＣＥＣコマンドを解析する。
また、ＥＤＩＤの独自領域となる領域にレコーダであることを示すデータを書き込んでお
く。システム制御部３０１は、映像音声信号処理部３０５からの映像信号及び音声信号を
記憶媒体３０９に記録するよう制御する
　操作部３０７は、本体スイッチ３２６を有し、これらの操作をシステム制御部３０１に
出力する。システム制御部３０１は、操作部３０７からの操作命令やシステム設定命令に
従い、レコーダ１５１における全動作を統括的に制御する。
【００４４】
　以下、図１～図８を参照して、本発明の各実施形態の動作について説明する。
【００４５】
　＜実施形態１＞
　実施形態１では、ビデオカメラ１００が、デジタルテレビ１５０及びレコーダ１５１へ
の出力に対して、記録を行うレコーダ１５１が優先となるよう制御を行う。
【００４６】
　図６を参照して、ビデオカメラ１００で行われるＥＤＩＤ取得処理を説明する。
【００４７】
　図６は、本実施形態におけるビデオカメラ１００で行われるＥＤＩＤ取得処理を説明す
るためのフローチャートである。ＥＤＩＤ取得処理は、ビデオカメラ１００がデジタルテ
レビ１５０のＥＤＩＤを取得するための処理である。
【００４８】
　図６のＥＤＩＤ取得処理は、例えば、ビデオカメラ１００がＨＤＭＩケーブル１６０を
介して＋５Ｖをデジタルテレビ１５０に供給している場合に行われる処理である。なお、
本実施形態では、システム制御部１０１が、メモリ１０８に格納されているコンピュータ
プログラムに従って図６のＥＤＩＤ取得処理を制御する場合を説明する。
【００４９】
　Ｓ６０１において、システム制御部１０１は、ＨＤＭＩ制御部１２８が検出したＨＰＤ
信号がＬレベルからＨレベルに変化したか否かを判定する。ＨＰＤ信号がＬレベルからＨ
レベルに変化した場合（Ｓ６０１でＹＥＳ）、システム制御部１０１は、デジタルテレビ
１５０のＥＤＩＤをデジタルテレビ１５０から取得できると判定する。Ｓ６０１でＹＥＳ
の場合、Ｓ６０２に進む。ＨＰＤ信号がＬレベルからＨレベルに変化していない場合（Ｓ
６０１でＮＯ）、システム制御部１０１は、デジタルテレビ１５０のＥＤＩＤをデジタル
テレビ１５０から取得できないと判定する。Ｓ６０１でＮＯの場合、Ｓ６０１に戻る。
【００５０】
　Ｓ６０２において、システム制御部１０１は、デジタルテレビ１５０のＥＤＩＤをデジ
タルテレビ１５０から取得することをＨＤＭＩ制御部１２８に指示する。ＨＤＭＩ制御部
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１２８は、ＤＤＣライン１６２を介してデジタルテレビ１５０のＥＤＩＤをデジタルテレ
ビ１５０から取得する。
【００５１】
　Ｓ６０３において、システム制御部１０１は、ＨＤＭＩ制御部１２８がデジタルテレビ
１５０から取得したデジタルテレビ１５０のＥＤＩＤをメモリ１０８に格納する。システ
ム制御部１０１は、ＥＤＩＤを解析することにより、デジタルテレビ１５０の画像表示能
力及び音声処理能力に適した映像フォーマット及び音声フォーマットを知ることができる
。第１のＥＤＩＤがメモリ１０８に格納された後、本フローチャートはＳ６０３からＳ６
０１に戻る。
【００５２】
　また、ビデオカメラ１００がレコーダ１５１のＥＤＩＤをレコーダ１５１から取得する
場合についても同様である。
【００５３】
　図７は、ソース機器であるビデオカメラ１００が、シンク機器であるデジタルテレビ１
５０及びレコーダ１５１への出力制御を行う動作フローチャートである。
【００５４】
　Ｓ７０１では、システム制御部１０１は、ビデオカメラ１００に複数の映像受信装置が
接続されているか否かを判定する。例えば、システム制御部１０１は、ビデオカメラ１０
０が図４のような接続であるか否かを判定する。ビデオカメラ１００に複数の映像受信装
置が接続されている場合は、Ｓ７０２に進み、そうでない場合は、Ｓ７２０へ進む。
【００５５】
　Ｓ７０２では、システム制御部１０１は、接続されている全ての機器のＥＤＩＤが取得
済みであるか否かを判定し、取得済みの場合はＳ７０３へ進み、未取得の場合はＳ７０１
へ戻る。
【００５６】
　Ｓ７０３では、システム制御部１０１は、接続されている全ての機器のＥＤＩＤを解析
して、ＥＤＩＤの独自領域部にレコーダである機器があるか否かを判定する。そして、判
定の結果、ＥＤＩＤの独自領域部にレコーダ表記がある場合は、Ｓ７０５へ進み、ない場
合はＳ７０４へ進む。
【００５７】
　Ｓ７０４では、システム制御部１０１は、接続されている全ての機器のＥＤＩＤを解析
して、接続機器全てに対して受付可能な画像表示能力及び音声処理能力に適した映像フォ
ーマット及び音声フォーマットを検出する。そして、システム制御部１０１は、映像音声
信号処理部１０５及びＨＤＭＩ制御部１２８を制御して、上記映像フォーマット及び音声
フォーマットで出力を行い、Ｓ７０１へ戻る。
【００５８】
　Ｓ７０５では、システム制御部１０１は、接続されている全ての機器のＥＤＩＤを解析
して、ＥＤＩＤの独自領域部にレコーダである機器が１台か複数かを判定し、１台の場合
はＳ７０７へ進み、複数の場合はＳ７０６へ進む。
【００５９】
　Ｓ７０６では、システム制御部１０１は、接続されているレコーダ機器のＥＤＩＤを解
析して、接続されているレコーダ機器全てに対して受付可能な画像表示能力及び音声処理
能力に適した映像フォーマット及び音声フォーマットを検出する。そして、システム制御
部１０１は、映像音声信号処理部１０５及びＨＤＭＩ制御部１２８を制御して、上記映像
フォーマット及び音声フォーマットで出力を行い、Ｓ７０１へ戻る。
【００６０】
　Ｓ７０７では、システム制御部１０１は、接続されているレコーダ機器のＥＤＩＤを解
析して、ＥＤＩＤの独自領域部にレコーダである機器について画像表示能力及び音声処理
能力に適した映像フォーマット及び音声フォーマットを検出する。そして、システム制御
部１０１は、映像音声信号処理部１０５及びＨＤＭＩ制御部１２８を制御して、上記映像
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フォーマット及び音声フォーマットで出力を行い、Ｓ７０８へ進む。
【００６１】
　Ｓ７０８では、システム制御部１０１は、Ｓ７０７で制御した映像フォーマット及び音
声フォーマットの出力が、レコーダ機器以外で受付可能かを判定し、受付可能な場合はＳ
７０１へ戻り、不可の場合はＳ７０９へ進む。
【００６２】
　Ｓ７０９では、システム制御部１０１は、Ｓ７０７で制御した映像フォーマット及び音
声フォーマットの出力が、受付不可の機器に対してはＨＤＭＩ制御部１２８を制御して、
出力を停止し、Ｓ７０１へ戻る。
【００６３】
　Ｓ７２０では、システム制御部１０１は、接続されている機器がシンク機器であるかを
判定し、シンク機器の場合はＳ７２１へ進み、シンク機器でない場合はＳ７０１へ戻る。
【００６４】
　Ｓ７２１では、システム制御部１０１は、接続されている機器に対して映像・音声出力
が停止しているかを判定し、停止状態の場合はＳ７２２へ進み、出力状態の場合は、Ｓ７
０１へ戻る。
【００６５】
　Ｓ７２２では、システム制御部１０１は、接続機器のＥＤＩＤを解析して、接続機器に
対して受付可能な画像表示能力及び音声処理能力に適した映像フォーマット及び音声フォ
ーマットを検出する。そして、システム制御部１０１は、映像音声信号処理部１０５及び
ＨＤＭＩ制御部１２８を制御して、上記映像フォーマット及び音声フォーマットで出力を
行い、Ｓ７０１へ戻る。
【００６６】
　以上のように、本実施形態によれば、ビデオカメラ１００にデジタルテレビ１５０及び
レコーダ１５１がＨＤＭＩ接続されている場合に、デジタルテレビ１５０をＳＤ（Ｓｔａ
ｎｄａｒｄ Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ）映像表示のみの装置とし、レコーダ１５１をＳＤ，
ＨＤ（Ｈｉｇｈ Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ）両方の映像を記録可能な装置とすると、ビデオ
カメラ１００はレコーダ１５１を優先としたＨＤ映像出力が可能となり、レコーダ１５１
はビデオカメラ１００から受信した映像を最適な形式で記録することができる。
【００６７】
　また、レコーダであることの認識については、ＣＥＣのベンダーユニークなコマンドに
より行い、ソース機器側で接続されているシンク機器がレコーダであることを認識し、レ
コーダを優先とした制御を行うことも考えられる。
【００６８】
　以上のように、実施形態１によれば、以下の効果がある。
【００６９】
　複数のシンク機器が存在しても、記録を行うレコーダを優先として、レコーダに最適な
映像フォーマット及び音声フォーマットでＨＤＭＩに出力することで、レコーダ記録が最
適な状態で行える。
【００７０】
　＜実施形態２＞
　実施形態２では、ソース機器であるビデオカメラ１００にて予め端子の優先度を設定可
能とし、設定された端子の優先度に応じて、シンク機器へ出力となるよう制御を行う。
【００７１】
　図５は、ビデオカメラ１００のＨＤＭＩ端子の優先度設定表示例であり、ビデオカメラ
１００のタッチパネル１２５または、本体スイッチ１２６の操作を操作部１０７によりシ
ステム制御部１０１送られる。システム制御部１０１はディスプレイ制御部１０６に対し
て図５の表示を液晶ディスプレイ１２２に行う。図５の表示により、ユーザに対してＨＤ
ＭＩ端子の優先度設定の選択を可能としている。
【００７２】
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　図８は、ビデオカメラ１００の動作フローチャートである。
【００７３】
　Ｓ８０１では、システム制御部１０１は、ＨＤＭＩ制御部１２８より複数のシンク機器
の接続、例えば図４のような接続かを判定し、接続されている場合は、Ｓ８０２に進み、
そうでない場合は、Ｓ８２０へ進む。
【００７４】
　Ｓ８０２では、システム制御部１０１は、接続されている全ての機器のＥＤＩＤが取得
済みであるか否かを判定し、取得済みの場合はＳ８０３へ進み、未取得の場合はＳ８０１
へ戻る。
【００７５】
　Ｓ８０３では、システム制御部１０１は、接続されている全ての機器のＥＤＩＤを解析
して、優先と設定した端子に接続されている機器のＥＤＩＤを解析する。そして、システ
ム制御部１０１は、解析の結果、優先と設定した端子に接続されている機器の画像表示能
力及び音声処理能力に適した映像フォーマット及び音声フォーマットを検出する。また、
システム制御部１０１は、映像音声信号処理部１０５及びＨＤＭＩ制御部１２８を制御し
て、上記映像フォーマット及び音声フォーマットで出力を行い、Ｓ８０４へ進む。
【００７６】
　Ｓ８０４では、システム制御部１０１は、Ｓ８０３で制御した映像フォーマット及び音
声フォーマットの出力が、他の機器で受付可能かを判定し、受付可能な場合はＳ８０１へ
戻り、不可の場合はＳ８０５へ進む。
【００７７】
　Ｓ８０５では、システム制御部１０１は、Ｓ８０３で制御した映像フォーマット及び音
声フォーマットの出力が、受付不可の機器に対してはＨＤＭＩ制御部１２８を制御して、
出力を停止し、Ｓ８０１へ戻る。
【００７８】
　Ｓ８２０では、システム制御部１０１は、接続されている機器がシンク機器であるかを
判定し、シンク機器の場合はＳ８２１へ進み、シンク機器でない場合はＳ８０１へ戻る。
【００７９】
　Ｓ８２１では、システム制御部１０１は、接続されている機器に対して映像・音声出力
が停止しているかを判定し、停止状態の場合はＳ８２２へ進み、出力状態の場合は、Ｓ８
０１へ戻る。
【００８０】
　Ｓ８２２では、システム制御部１０１は、接続機器のＥＤＩＤを解析して、接続機器に
対して受付可能な画像表示能力及び音声処理能力に適した映像フォーマット及び音声フォ
ーマットを検出する。そして、システム制御部１０１は、映像音声信号処理部１０５及び
ＨＤＭＩ制御部１２８を制御して、上記映像フォーマット及び音声フォーマットで出力を
行い、Ｓ８０１へ戻る。
【００８１】
　また、図５のＨＤＭＩ端子の優先度設定表示は、ＨＤＭＩ接続されたシンク機器が複数
存在する場合に、優先度設定表示を行い、ユーザに選択させて優先度に応じた制御を行う
ことも考えられる。
【００８２】
　以上のように、実施形態２によれば、以下の効果がある。
【００８３】
　複数のシンク機器が存在しても、ユーザにＨＤＭＩの優先度設定を行わせることにより
、ユーザが優先とした機器に対して最適な形式でＨＤＭＩの出力を行うことができる。
【００８４】
　なお、実施形態１及び２において、映像送信装置（ビデオカメラ１００）と第１の映像
受信装置（デジタルテレビ１５０）とがＨＤＭＩインターフェースにより接続されるよう
にした。さらに、映像送信装置（ビデオカメラ１００）と第２の映像受信装置（レコーダ
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１５１）とがＨＤＭＩインターフェースにより接続されるようにした。しかしながら、こ
れに限られないものとする。
【００８５】
　例えば、映像送信装置と第１の映像受信装置とがＨＤＭＩインターフェースの代わりに
ＨＤＭＩインターフェース以外のインターフェースにより接続されるようにしてもよい。
さらに、映像送信装置と第２の映像受信装置とがＨＤＭＩインターフェースの代わりにＨ
ＤＭＩインターフェース以外のインターフェースにより接続されるようにしてもよい。Ｈ
ＤＭＩインターフェース以外のインターフェースとは、例えば、ディスプレイ　ポート（
Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐｏｒｔ）に対応するインターフェースやＭＨＬ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｈｉ
ｇｈ－ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｌｉｎｋ）に対応するインターフェースである。
【００８６】
　＜他の実施形態＞
　各実施形態で説明した様々な処理及び機能は、コンピュータプログラムにより実現する
ことも可能である。この場合、本発明に係るコンピュータプログラムは、コンピュータ（
ＣＰＵ等を含む）で実行可能であり、実施形態１で説明した様々な機能を実現することに
なる。
【００８７】
　本発明に係るコンピュータプログラムは、コンピュータ上で稼動しているＯＳ（Ｏｐｅ
ｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）などを利用して、本実施形態で説明した様々な処理及び機
能を実現してもよいことは言うまでもない。
【００８８】
　本発明に係るコンピュータプログラムは、コンピュータにより読み取りが可能な記憶媒
体から読み出され、コンピュータで実行されることになる。コンピュータで読み取り可能
な記憶媒体には、ハードディスク装置、光ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、メモリカ
ード、ＲＯＭ等を用いることができる。また、本発明に係るコンピュータプログラムは、
所定の通信インターフェースを介して外部装置からコンピュータに提供され、当該コンピ
ュータで実行されるようにしてもよい。
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